
西條八十写真

　
里
村
事
務
所
長
に
よ
る
と
、
遊
水
地
造
成

の
た
め
の
集
団
移
転
は
、
全
国
で
も
こ
こ
だ

け
で
、
手
探
り
の
中
進
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

当
時
の
建
設
省
や
市
役
所
、
移
転
す
る
住
民
、

移
転
先
の
地
権
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の

協
力
に
よ
り
、
５
集
落
１
０
９
軒
の
移
転
と

母
子
島
遊
水
地
造
成
が
実
現
し
た
と
言
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
小
規
模
な
洪
水
時
に
遊
水
地
内

に
降
っ
た
雨
を
溜
め
る
「
初
期
湛た

ん
水す

い
池ち

」
も
一

緒
に
整
備
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
湛
水
池
の
周
囲

は
１・
４
キ
ロ
ほ

ど
あ
り
、
地
元
以

外
か
ら
も
人
が
訪

れ
る
散
歩
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
て
、

春
に
は
、
湛
水
池

を
囲
む
３
０
０
本

近
い
桜
と
菜
の
花

が
綺き

麗れ
い
に
咲
き
誇

渡
わたなべ
邊　利

りいち
一さん　（旭ヶ丘）

　
昭
和
61
年
８
月
、
台
風
10
号
が
も
た
ら
し

た
豪
雨
で
小
貝
川
が
氾
濫
し
ま
し
た
。
小

貝
川
と
大
谷
川
の
合
流
点
付
近
の
母は

こ
じ
ま

子
島
、

小お
か
ま釜
、
一い

っ
ち
ょ
う
だ

丁
田
、
椿

つ
ば
き
の
み
や
宮
、
飯い

い
だ田
の
５
集
落
は
、

特
に
深
刻
な
被
害
を
受
け
、
こ
の
災
害
を
契

機
に
５
集
落
の
集
団
移
転
が
行
な
わ
れ
、
母

子
島
遊
水
地
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
団
移
転
の
事
業
開
始
か
ら
、
今
年
で

30
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
国

土
交
通
省
下
館

河
川
事
務
所
の

里さ
と
む
ら村

真し
ん
ご吾

事
務

所
長
に
、
母
子

島
遊
水
地
に
つ

い
て
伺
い
ま
し

た
。

地域のテーマを市民の目線で

市 民 記 者 の ペ ー ジ

り
、訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。
他
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
蝶
が
飛
び
交
い
、
中
で
も
貴
重

種
の
ギ
ン
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
や
ミ
ヤ
マ
セ

セ
リ
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
池
は
釣
り
人
に
も

評
判
で
、
四
季
を
通
し
て
県
内
外
か
ら
愛
好

家
が
た
く
さ
ん
訪
れ
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
筑
波
山
の
山
頂
か
ら
朝
日
が

昇
り
湛
水
池
の
水
面
に
反
射
す
る
「
ダ
ブ
ル

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
筑
波
」（
年
２
回
、
２
月
14
日

と
10
月
28
日
前
後
）
を
見
る
絶
好
の
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
有
名
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
人
々
の
生
活
を
守
る
た
め
に
造
成
さ
れ
た

母
子
島
遊
水
地
。
現
在
で
は
市
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
が
、
災
害
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
ず
に
思
い
留
め
る
場
所
で
あ
り
続

け
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

災
害
の
記
憶
と
母は

こ

じ

ま

子
島
遊
水
地
の
活
用

全
国
で
唯
一
の
集
団
移
転

▲昭和 61年の小貝川氾濫

　

集
団
移
転
か
ら
30
年
。
新
た
な
観
光
名
所
に
な
っ
た
、
母
子
島
遊
水
地
を
紹
介
し
ま
す
。

災
害
の
記
憶
を
思
い
留
め
る
地
へ

さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方

　今年も２月14日前後には美
しい「ダイヤモンド筑波」が
見られると思います。みなさ
んにも見ていただきたいです。

　
１
月
30
日
に
小
貝
川
激
特
事
業
着
手
30
年

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら

http://w
w
w
.ktr.m

lit.
g
o
.jp
/sh

im
o
d
a
te
/

shim
odate00419.htm
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